


ごみを溶融して「スラグ」とし、
コンクリート製品や道路用の資材
として活用しています。また、ご
みに含まれる鉄とアルミを資源と
して回収します。

●資源として再利用

●エネルギーの有効利用

高度な排ガス処理設備により、有害
物質の排出を抑制し、公害防止自主
基準値を厳しく設定して運転を行っ
ています。

●排ガス対策

●最新の処理方式
ごみ処理には最新の技術を導入し、
ごみを高温で燃焼する「流動床式
ガス化溶融炉」を採用しています。
ごみを適正かつ安心・安全に処理
しています。

公害防止自主基準  (O2=12%換算)

●スラグ

項　目  基 準 値

  ばいじん濃度  10mg/Nm3

  塩化水素濃度  50ppm 

  硫黄酸化物濃度  20ppm 

  窒素酸化物濃度  50ppm

  ダイオキシン類濃度  0.05ng-TEQ/Nm3

ごみをもやした時の熱を蒸気として
回収し蒸気タービン発電機(3220ｋW)
により発電を行います。発電した電
力は施設内で使用し、余った電力は
売電します。
　また、タービン排熱をロードヒー
ティングや足湯等に利用し、効率的
にエネルギーを活用しています。

【 ガス化炉  】 【 蒸気タービン発電機 】【 溶融炉  】 【 炉 室 】

【プラットホーム】

【バグフィルタ】

【公害監視データ表示盤】

エネルギー回収施設（川口）

高度なシステムを駆使して確実にごみを処理します。環境にも優しい安全・安心な施設です。


